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本
書
は
、
認
識
的
不
正
義
に
つ
い
て
の
近
年
の
研
究
動
向
と
、
日
本
社
会
で
生
じ
て
い
る
認
識
的
不
正
義
の
諸
側
面
に
つ
い
て
知
る
こ

と
が
で
き
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
あ
る
。
ミ
ラ
ン
ダ
・
フ
リ
ッ
カ
ー
（M

iranda Fricker

）
の
『
認
識
的
不
正
義
』
出
版
か
ら
約
一
七
年
、

海
外
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
分
野
で
認
識
的
不
正
義
の
議
論
が
展
開
し
て
き
た
が
、
近
年
、
日
本
で
も
こ
の
概
念
が
言
及
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
認
識
的
不
正
義
の
理
論
的
問
題
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
法
制
度
や
諸
実
践
に
お
け
る
認
識
的
不
正

義
と
い
う
新
た
な
問
題
に
対
す
る
関
心
も
高
ま
っ
て
い
る
。
本
書
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
を
読
者
が
自
分
で
考
え
て
い
く
た
め
の
一
助

と
な
る
こ
と
を
意
図
し
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

読
者
の
な
か
に
は
認
識
的
不
正
義
に
関
す
る
先
行
研
究
の
多
さ
や
、
認
識
的
不
正
義
概
念
と
日
本
の
制
度
や
実
践
と
の
つ
な
が
り
の
見

え
づ
ら
さ
か
ら
、
何
か
ら
手
を
つ
け
れ
ば
よ
い
の
か
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
思
い
は
認
識
的
不
正
義
の
研
究
者

も
多
か
れ
少
な
か
れ
持
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
書
は
、
認
識
的
不
正
義
に
つ
い
て
の
理
論
的
問
題
の
深
さ
と
広
が
り
、
お
よ
び
、
日
本
社

会
で
生
じ
て
い
る
認
識
的
不
正
義
の
実
践
的
問
題
を
見
通
せ
る
よ
う
構
成
に
意
匠
を
凝
ら
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
本
書
は
以
下
の
三
部
か
ら
な
る
。

　

第
Ⅰ
部
で
は
、
フ
リ
ッ
カ
ー
以
降
の
認
識
的
不
正
義
の
研
究
動
向
が
説
明
さ
れ
る
。
第
1
章
で
は
、
認
識
的
不
正
義
の
諸
特
徴
と
研
究



はしがき　　　ii

方
法
論
に
関
す
る
議
論
が
紹
介
さ
れ
る
。
第
2
章
で
は
、
フ
リ
ッ
カ
ー
以
降
の
さ
ま
ざ
ま
な
認
識
的
不
正
義
概
念
が
類
型
化
さ
れ
て
提
示

さ
れ
る
。
第
3
章
で
は
、
認
識
的
不
正
義
の
不
正
の
根
拠
に
つ
い
て
の
異
な
る
見
解
が
整
理
さ
れ
て
紹
介
さ
れ
る
。
第
4
章
で
は
、
認
識

的
不
正
義
の
是
正
に
つ
い
て
個
人
面
と
制
度
・
組
織
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
議
論
が
詳
し
く
紹
介
さ
れ
る
。

　

第
Ⅱ
部
で
は
、
異
な
る
哲
学
分
野
に
お
け
る
認
識
的
不
正
義
概
念
の
受
容
と
今
後
に
向
け
た
批
判
的
議
論
の
展
開
に
つ
い
て
説
明
さ
れ

る
。
第
5
章
で
は
、
分
析
認
識
論
に
お
け
る
認
識
的
規
範
性
と
い
う
観
点
か
ら
フ
リ
ッ
カ
ー
の
『
認
識
的
不
正
義
』
に
示
さ
れ
た
議
論
が

検
討
さ
れ
る
。
第
6
章
で
は
、
規
範
倫
理
学
と
メ
タ
倫
理
学
の
観
点
か
ら
『
認
識
的
不
正
義
』
で
提
起
さ
れ
た
諸
概
念
の
意
義
が
検
討
さ

れ
る
。
第
7
章
で
は
、
言
語
哲
学
に
お
け
る
言
語
行
為
と
認
識
的
不
正
義
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
う
え
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
的
不
正
義
と
い
う
概
念
が
提
案
さ
れ
る
。
第
8
章
で
は
、
政
治
哲
学
に
お
け
る
政
治
的
自
由
に
関
す
る
議
論
の
観
点
か
ら
認
識
的
不
正

義
が
検
討
さ
れ
た
う
え
で
、
民
主
主
義
の
た
め
の
認
識
的
正
義
が
素
描
さ
れ
る
。
第
9
章
で
は
、
現
象
学
に
お
け
る
知
覚
論
を
踏
ま
え
て

『
認
識
的
不
正
義
』
に
見
ら
れ
る
知
覚
的
経
験
論
に
つ
い
て
批
判
的
に
検
討
さ
れ
る
。

　

第
Ⅲ
部
で
は
、
日
本
社
会
の
法
制
度
や
諸
実
践
に
見
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
認
識
的
不
正
義
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
第
10
章
で
は
、
性
暴

力
に
関
す
る
現
行
の
法
制
度
に
見
ら
れ
る
諸
課
題
が
認
識
的
不
正
義
と
い
う
観
点
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
第
11
章
で
は
、
医
療
現
場
に

お
け
る
患
者
と
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
間
で
生
じ
る
固
有
の
認
識
的
不
正
義
の
あ
り
方
が
詳
述
さ
れ
る
。
第
12
章
で
は
、
当
事
者
研
究
に
お
い

て
障
害
者
の
被
り
が
ち
な
解
釈
的
不
正
義
が
指
摘
さ
れ
た
う
え
で
、
そ
の
制
度
的
な
是
正
方
法
と
し
て
研
究
の
コ
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
が

示
唆
さ
れ
る
。
第
13
章
で
は
、
水
俣
患
者
の
差
別
問
題
に
対
す
る
原
田
正
純
医
師
の
取
り
組
み
や
姿
勢
が
詳
述
さ
れ
た
う
え
で
、
認
識
的

不
正
義
を
克
服
す
る
た
め
の
私
た
ち
の
見
方
の
変
容
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
。
第
14
章
で
は
、
政
治
哲
学
の
枠
組
み
を
踏
ま
え
て
日
本
に

お
け
る
入
国
管
理
行
政
の
現
場
で
生
じ
て
い
る
認
識
的
不
正
義
と
そ
の
構
造
的
要
因
が
詳
し
く
分
析
さ
れ
る
。

　
「
は
し
が
き
」
の
最
後
に
、
先
行
す
る
類
書
で
あ
る
二
〇
一
七
年
に
ラ
ウ
ト
レ
ッ
ジ
か
ら
出
版
さ
れ
た
認
識
的
不
正
義
の
研
究
書
（I. J. 

K
idd, J. M

edina &
 G. Pohlhaus Jr. （Eds.

）, T
he R

outledge H
andbook of E

pistem
ic Injustice. Routledge, 2017

）
と
の
違
い
を
説

明
し
よ
う
。
こ
ち
ら
は
認
識
的
不
正
義
に
つ
い
て
の
多
岐
に
渡
る
テ
ー
マ
を
掘
り
下
げ
た
論
文
集
に
近
い
の
に
対
し
て
、
本
書
は
認
識
的
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不
正
義
研
究
の
現
状
を
見
渡
せ
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
な
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
言
っ
て
も
、
各
章
の
記
述
に
は

案
内
役
の
各
執
筆
者
の
認
識
的
不
正
義
へ
の
見
方
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
ガ
イ
ド
に
身
を
任
せ
な
が
ら
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
も
味
わ

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
く
思
う
。

二
〇
二
四
年
八
月

佐
藤
邦
政


